
● 安全のため、必ずこの取扱説明書をよく読み、内容を十分理解してから使用してください。
● 取扱説明書を読んだ後は、いつでも必要なときに取り出せるように、所定の場所に保管してください。

このたびはフランスベッドの製品をお買い上げいただきまして、ありがとうございます。
この取扱説明書には、製品を安全にお使いいただくための注意事項と使用方法を記載しています。

本製品は、「どこでも手すり」をベッドで使用するときの安定性を向上させる製品です。
本製品は、「どこでも手すり」に対応しています。「どこでも手すり上がりかまち用FB-F21N」には対応していません。
フランスベッドの製品以外の他社製の手すりには対応していません。

取扱説明書
910610-8900

どこでも手すり用ブラケット

テスリフィット



● 表示の意味

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容を示します。警告
この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容を示します。注意

安全上のご注意

使用上のご注意

この取扱説明書では、製品を安全に正しく使用していただき、利用者への危害や財産への損害を未然に防止するた
めに下記のように警告・注意を記載しています。内容をよく理解したうえで、本文をお読みください。

安全のために必ずお守りください

● 記号の意味

この記号は、禁止の行為であることを告げる
ものです。

（～しないでください）

この記号は、行為を強制したり指示する内容を
告げるものです。

（～してください）

警告
●「どこでも手すり」の安定性向上以外の目的で使用しないでください。

本製品は「どこでも手すり」をベッドで使用する際の安定性を向上させる製品です。それ以外の目的で使用すると、事故や
ケガの原因になります。

●昇降機能のある電動ベッドでは使用しないでください(一部の電動介護ベッドでは使用可能です。対応の型式については
『お買上の販売店』、または『弊社営業所』にお問い合わせください)。

本製品が外れて、ケガの原因になります。

●テスリフィットを持って持ち運びしないでください。
本製品が外れて、ケガの原因になります。

●水平方向の力を加えると、「どこでも手すり」が移動する可能性があるので注意してください。
本製品は「どこでも手すり」の安定性を向上させるものであり、固定するものではありません。水平方向の力を加えると、

「どこでも手すり」が移動し、隙間ができる可能性があるので注意してください。

●使用する際にベッドが浮いたり、動かないことを確認してください。

●足をかけたり、踏み台として使用しないでください。

●体重が100kg 以上の方は使用しないでください。
本製品が変形・破損して不安定になり、転倒、ケガの原因になります。

●ツマミ部分が突起しているので、衣服などを引っかけないように注意してください。

●ベッドを移動する際は、テスリフィットを外してから移動してください。

●本製品に異常を見つけた場合は、使用を中止してください。
正しく設置できない場合や機能を損なう状態の場合は、直ちに使用を中止し、お買い上げの販売店にご連絡ください。

注意



設置上のご注意

警告
●本製品を他社製品と組み合わせないでください。

破損やケガの原因になります。また、他社製品と組み合わせた場合の安全は保証できません。

●改造・加工は絶対に行わないでください。
事故の原因になります。

●強度のないベッドやベッド下に収納が付属しているベッドには使用しないでください。

●設置後、ガタつき、ボルトやツマミの緩み、締め忘れがないことを必ず確認してください。

●必ず左右セットで使用してください。

●テスリフィットとベッドサイドフレームには隙間がないように設置してください。隙間ができる場合は緩衝材などを入
れてください。
挟まりによるケガの原因になります。

●屋外や直射日光の当たる場所では使用しないでください。
金属部分が熱くなり火傷の原因になります。変質・軟化・変形または破損するおそれがあります。

●火のそばでは使用しないでください。
金属部分が熱くなり火傷の原因になります。変質・軟化・変形または破損するおそれがあります。

●水やお湯に濡れる場所では使用しないでください。
本製品が変質、破損するおそれがあります。

●組み立ては納入業者が行ってください。

●一般家庭の室内で使用してください。

●製品は直射日光の当たらない乾燥した常温の室内で保管してください。
高温多湿の場所で保管すると、変形、結合部の外れの原因になります。

●定期的にガタつき、ボルトやツマミの緩み、締め忘れ、部品の破損がないことを確認してください。

注意
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構成部品の一覧

番号 部品名 数量

1 ジョイントアーム 2

2 ジョイント 2

4 ゴムA 4

3 ストッパー 2

5 ゴムB 2

6 ゴムC 4

7 ゴムD 2

8 六角穴付ボルト 4

9 ツマミ 2

10 六角レンチ 1

部品図



ストッパーを
取り付けられる場合

ストッパーを
取り付けられない場合

30
～

32
0m

m

ベッドサイドフレーム

ベッドサイドフレームの幅が
9cm以上あるベッド

ベッドサイドフレーム

ベッドサイドフレーム

床面

(a)

ベッドサイド
フレーム

ストッパー ジョイント
アーム

• 組み立ては納入業者が行ってください。
• 床面からベッドサイドフレームの下端までの高

さが30～320mmのベッドに取り付け可能です。

• ベッドサイドフレームの幅が9cm 以上あるベッ
ドには取り付けられません。

• ベッドサイドフレーム下側にストッパーを取り
付けられる空間がない場合は、ストッパーを取
り付けないでジョイントアームだけを差し込ん
でください。その場合、安定性は低下しますが、
テスリフィットを使用しない場合に比べると、

「どこでも手すり」のぐらつきの軽減や「どこで
も手すり」の転倒防止といった効果を得ること
ができます。

組み立てる前の準備

組み立て方法

床面からベッドサイドフレーム下端までの高さ寸
法（a）によって、組み立て方法が異なります。はじめ
に床面からベッドサイドフレーム下端までの高さ
を測ってください。

床面からベッドサイドフレーム下端まで
の高さを測る

床面からベッドサイドフレーム下端までの高さに
よって、テスリフィットの取り付けかたが以下の
ように異なります。

30～180mm

180 ～ 320mm

床面からの高さ 組み立てた状態



ストッパー
ジョイントアーム

ツマミが内側を向くように取り付ける

六角レンチ

ジョイント

六角穴付ボルト

ツマミ

ホルダー
パイプ

組み立て方法

ジョイントアームにストッパーを取り付けて、
ツマミを軽く締める。

1.

テスリフィットからジョイントを外す。2.

ジョイントアームとジョイントで「どこでも手すり」
のホルダーパイプをはさみ込み、テスリフィットを
仮固定する。

3.本製品は、「どこでも手すり」に対応しています。
「どこでも手すり上がりかまち用FB-F21N」には対

応していません。フランスベッドの製品以外の他
社製の手すりには対応していません。 付属の六角レンチを使って六角穴付ボルトを

軽く締め、ジョイントアームとジョイントを取
り付けてください。

付属の六角レンチを使って六角穴付ボルトを
緩め、ジョイントを外してください。

テスリフィットを仮固定する

• 両方のツマミが内側を向くように取り付け
てください(手順3 の図を参照)。

• ベッドサイドフレーム下端にストッパーを
取り付ける空間がない場合は、ストッパーを
取り付けないでください。

• ジョイントアームは「どこでも手すり」の内
側に向けて取り付け、左右対称になるように
してください。

• ゴムA、ゴムB、ゴムC、ゴムD が外れていない
ことを確認してください。

ベッドに取り付ける（床面からベッドサイドフ
レーム下端までの高さが30～180mmの場合）



ベッドサイド
フレーム

当たるまで確実に引き上げる

ジョイントアーム

ホルダーパイプ

ジョイント

ベッドサイドフレーム

ジョイントアーム
ストッパー

当たるまで押し付ける

ベッドサイドフレームの下にテスリフィットを
取り付けた「どこでも手すり」を差し込む。

1.

ジョイントアームの高さを調整して固定する。2.

ベッドサイドフレームの幅に合わせて、ストッ
パーを固定する。

3.

ガタつき、ボルトとツマミの緩みがないことを
確認する。

4.

ストッパーがベッドサイドフレームに当たるま
で押し付け、ツマミを締めて固定してください。

ジョイントアームがベッドサイドフレーム下
端に当たるまで確実に引き上げて位置決めを
します。そのあと、付属の六角レンチを使って
六角穴付ボルトを締め、ジョイントアームを固
定してください。

組み立て方法

• ストッパーを取り付けられない場合は、手順3をス
キップしてください。

• 左右の六角穴付ボルトを交互に締めるように
して固定してください。片側を先に締めると、
もう片側のボルトが締まりにくくなります。

• 締め付けが緩いとテスリフィットが外れるこ
とがあります。しっかりと締め付けてください。

• 六角穴付ボルトを締めたあと、ジョイント
アームとジョイントの間に1mm程度の隙間
ができますが問題はありません。

• ベッドサイドフレームとジョイントアームの
間に隙間を空けないようにしてください。

• ベッドサイドフレームとストッパーの間に隙
間を空けないようにしてください。

• 締め付けが緩いとテスリフィットがずれるこ
とがあります。しっかりと締め付けてください。

テスリフィットを設置する



ストッパー

ジョイントアーム

ツマミが内側を向くように取り付ける

六角レンチ

ジョイント

六角穴付ボルト

ツマミ

ホルダー
パイプ

組み立て方法

ジョイントアームにストッパーを取り付けて、
ツマミを軽く締める。

1.

テスリフィットからジョイントを外す。2.

ジョイントアームとジョイントで「どこでも手すり」
のホルダーパイプをはさみ込み、テスリフィットを
仮固定する。

3.

付属の六角レンチを使って六角穴付ボルトを
軽く締め、ジョイントアームとジョイントを取
り付けてください。

付属の六角レンチを使って六角穴付ボルトを
緩め、ジョイントを外してください。

テスリフィットを仮固定する

• 両方のツマミが内側を向くように取り付け
てください(手順3 の図を参照)。

• ベッドサイドフレーム下端にストッパーを
取り付ける空間がない場合は、ストッパーを
取り付けないでください。

• ジョイントアームは「どこでも手すり」の内
側に向けて取り付け、左右対称になるように
してください。

ベッドに取り付ける（床面からベッドサイドフ
レーム下端までの高さが180～320mmの場合）



ベッドサイド
フレーム

当たるまで確実に引き上げる
ジョイントアーム

ホルダーパイプ

隙間には緩衝材
などを詰める

ベッドサイドフレーム

ジョイントアーム

ストッパー

当たるまで押し付ける

ベッドサイドフレームの下にテスリフィットを
取り付けた「どこでも手すり」を差し込む。

1.

ジョイントアームの高さを調整して固定する。2.

ベッドサイドフレームの幅に合わせて、ストッ
パーを固定する。

3.

ストッパーのボルトを緩めて、ストッパーを奥に
動かす。

1.

六角穴付ボルトを緩めて、ジョイントアームを下
げる。

2.

六角穴付ボルトを緩め、ジョイントを外してテス
リフィットを取り外す。

3.

ガタつき、ボルトとツマミの緩みがないことを
確認する。

4.

ストッパーがベッドサイドフレームに当たるま
で押し付け、ツマミを締めて固定してください。

取り外すときは、以下の手順で取り外してください。

ジョイントアームがベッドサイドフレーム下
端に当たるまで確実に引き上げて位置決めを
します。そのあと、付属の六角レンチを使って
六角穴付ボルトを締め、ジョイントアームを固
定してください。

組み立て方法

• ストッパーを取り付けられない場合は、手順3をス
キップしてください。

• ベッドサイドフレームとストッパーの間に隙
間を空けないようにしてください。

• 締め付けが緩いとテスリフィットがずれるこ
とがあります。しっかりと締め付けてください。

テスリフィットを設置する

テスリフィットを取り外す

• 左右の六角穴付ボルトを交互に締めるように
して固定してください。片側を先に締めると、
もう片側のボルトが締まりにくくなります。

• 締め付けが緩いとテスリフィットが外れるこ
とがあります。しっかりと締め付けてください。

• 六角穴付ボルトを締めたあと、ジョイント
アームとジョイントの間に1mm程度の隙間
ができますが問題はありません。

• ベッドサイドフレーム下端がジョイントアー
ム上端のゴムAに接触するように設置してく
ださい。

• ベッドサイドフレームにホルダーパイプを接
触させないでください。



使用時のご注意

使用上のご注意

• 水平方向に力を加えないでください。
• 濡れている手や足で使用しないでください。
• 手すり以外の目的で使用しないでください。
• 柔らかい床、でこぼこ、段差、傾斜がある床では使

用しないでください。
• テスリフィットは指定製品以外と組み合わせて使

用しないでください。

使用前には必ず下記の事項を点検・整備し、常に
安全な状態で使用してください。
※修理は必ず販売店へ依頼してください。

● 各調節部分が固定されていることの確認
各調節部分をチェックし、確実に固定されてい
ることを確認してください。

● 消耗品、交換部品の確認
それぞれの部品が交換時期になったときは、お
早めに交換してください。
新しい部品に交換する際は、お買い上げの販売
店へ連絡ください。

長期にわたり本製品の本来の性能を維持するには、
日頃の点検などの適切な管理が必要となります。
使用するにつれてその時間の経過とともに部品の
劣化や摩耗が進みます。
点検を行うことにより、大きなトラブルを防止し、
安心して使用することができます。

外観点検項目：目視あるいは手で外観の傷や変形
などを確認する点検です。
1. ボルトやツマミの緩みや外れ
2. 部品の変形や破損

使用中に不具合を発見されたときには、使用を中断
し、速やかに販売店またはお客様相談室に故障状況
を報告し、修理を依頼してください。
安易にご自身による故障の修理などは絶対に行わ
ないでください。

以下の使用方法を守らないと、けがをするおそれが
あります。

保守・点検

日常の汚れは、乾いた柔らかい布で拭いてください。
著しい汚れを落とす場合は、中性洗剤で汚れを拭き
取り、乾いた柔らかい布で拭いてください。

お手入れ

汚れを拭き取るのに、シンナー、ベンジン、ガソリンな
どの有機溶剤を含んだもの、および研磨剤、漂白剤など
は使用しないでください。市販のクリーナーを使用す
るときは、一度目立たない所で試してから使用してく
ださい。変色、変質、商品を傷める原因となります。

注意



単位：mm

182

130
80

80

9692
30

受付時間：月～金曜日
９時～12時、13時～17時

〒196‒0022 東京都昭島市中神町1148番地5

固定電話からはフリーダイヤル

※土、日、祝祭日、年末、年始、弊社指定の休日等は除く

0120-08-3413
携帯・スマホからはナビダイヤル

0570-666-996

● 保証書および保証期間について

● 修理を依頼されるときは

ご連絡いただきたい内容

・ ご住所、ご施設名、ご氏名、電話番号、型式名、
販売店、お買い上げ日、故障または異常の内容

（できるだけ詳しく）

保証書：所定事項の記入および記載内容をご確認
の上、大切に保管してください。
保証期間中に修理を依頼される場合：保証書の記
載内容に従って修理いたします。
保証期間を過ぎて修理を依頼する場合：修理すれ
ば使用できる場合は、希望により有料で修理いたし
ます。

修理をご依頼される前に、この取扱説明書をよくお
読みいただき、再度ご点検のうえ、なお異常がある
場合には『お買上げの販売店』、または『弊社営業所』
までご連絡ください。

● お客様相談室
弊社の商品は厳格な検査を経て納入いたしておりま
すが、万一不具合な点がございましたら、販売店また
は弊社お客様相談室までお問い合わせください。

アフターサービス

困ったときには

 サイズ 96×80×182 mm
 材質 ジョイントアーム、ジョイント、

ストッパー：アルミ合金
ゴムA、ゴムB、ゴムC、ゴムD：EPDM
六角穴付ボルト：スチール
ツマミ：樹脂、スチール
六角レンチ：スチール

 使用者体重 100kg
 重量 270g

仕様

製品の仕様



保証書

〒196‒0022 東京都昭島市中神町1148番地5


